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　次に、図３に第３の実施例装置として示すディーゼルエンジン排ガス処理装置は、管状
捕集部１の集塵電極を構成する捕集管１－１の下流側端部にテーパ状に拡径するテーパ管
状部１－１ｄと該テーパ管状部に連なる大径管状部１－１ｅを形成し、前記大径管状部１
－１ｅの軸心部付近に低濃度排ガス導出管３と内周面付近に高濃度排ガス導出部１－１ｂ
を連設した構成とした以外は、前記図１又は図２に示すディーゼルエンジン排ガス処理装
置と同様の構成を有するものである。かかる構成のディーゼルエンジン排ガス処理装置の
場合は、捕集管１－１の下流側端部において、高濃度排ガス流がテーパ管状部１－１ｄに
より徐々に減速され、大径管状部１－１ｅ内周面付近に連設した高濃度排ガス導出部１－
１ｂにＰＭを確実に導入させることができる。なお、放電電極１－２の電極針１－２ｂは
、捕集管１－１の下流側端部のテーパ管状部１－１ｄにまで連続して設けると更に好まし
い。
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